
新型コロナ重症化リスク

遺伝的リスク倍率：通常の※※倍(1)

SNP ID 遺伝子名 染色体
番号

アレル あなたの
遺伝子型

総合結果
お客様の重症化リスク倍率：※※倍
　　※重症化リスクが最も低い「※性／※※歳※／BMI※※未満／基礎疾患※※／遺伝的リスク※※」を1.0倍としています
　　※本検査結果は新型コロナ感染時に重症化しないことを保証するものではなく、1.0倍でも重症化リスクは存在します

【解説】
●rs11385942は、免疫の仕組みにおいて重要な複数の分子の量の調節に関係していると考
　えられています。あなたの遺伝子タイプでは、重症化リスクが最小の遺伝子タイプの人
　に比べて、リスクが※※倍になると報告されています。
●rs657152は、 血液型を決める遺伝子上にあります。このSNPは、血液型だけでなく、免
　疫の仕組みにおいて重要な分子の量の調節にも関わっていることが報告されており (2)、
　あなたの遺伝子タイプでは、重症化リスクが最小の遺伝子タイプの人に比べて、リスク
　が※※倍になると報告されています。

その他要因によるリスク倍率：※※倍 (3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14)

【解説】
●高齢になるに従い、免疫系のバランスが崩れ、炎症を起こしやすくなります (18,19)。新　
型コロナの重症化には、免疫系の過剰反応（サイトカインストーム）が関わっています　
。そのため高齢者では、新型コロナの重症化リスクが高くなると考えられます。
●男性ホルモンは※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
●過体重/肥満の方は※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
●喫煙によって※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※　
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

●　年齢（55歳）：※※倍
●　性別（男性）：※※倍
●　肥満度（BMI 20)：※※倍
●　喫煙習慣（あり）：※※倍
●　糖尿病（なし）：※※倍
●　※※※（なし）：※※倍
●　※※※※※※※※（※※※※)（あり）：※※倍
●　※※※※※※※（あり）：※※倍
●　※※※※※（あり）：※※倍
●　※※※※※※（あり）：※※倍

リスク
倍率



　発症した後、平均10日間ほどで、一部の人が呼吸不全をともなう肺炎（急性呼吸不全：
ARDS）を発症し、集中治療室（ICU）に移ることになります（重症化）。重症化後数日で
ごく一部の患者さんが急激に呼吸困難となり、人工呼吸器を装着することになります。重
症化した人も、軽症で済んだ人でも、最初の1週間はほとんど同じ経緯をたどりますが、
重症化する患者さんではそこから突然免疫システムが過剰反応するようになり（サイトカ
インストーム）、肺をはじめとした複数の臓器で炎症を引き起こします。現在では、新型
コロナの重症化は、ウイルス自身が原因というわけではなく、感染に対する免疫の過剰反
応が問題であると考えられてきています。
これまでに分かっている、新型コロナに感染した場合、重症化するリスクを上げる要因で
ある、※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
（中略）
●年齢による重症化リスクの違い

●肥満度（BMI）の改善による重症化リスクコントロール
　肥満度（BMI）別重症化リスクの違い

体重増加の原因については、※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

●禁煙による重症化リスクコントロール
　喫煙／禁煙による重症化リスクの違い

　喫煙により※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新型コロナ重症化リスクの変化・コントロール方法

 年齢     重症化リスク

～※※歳     ※※倍

※※歳～※※歳    ※※倍

※※歳～※※歳    ※※倍

※※歳～※※歳（★）   ※※倍

※※歳～     ※※倍

※★：あなたの性別（アンケート回答より）

 肥満度（BMI）    重症化リスク

※※未満     ※※倍

※※～※※（★）    ※※倍

※※以上     ※※倍

※★：あなたの肥満度（BMI、アンケート回答より）　※BMI:体重[kg] ÷ 身長[m] ÷ 身長[m]

 禁煙／喫煙    重症化リスク

禁煙     1.0倍

喫煙（★）     1.9倍
※★：あなたの状態（アンケート回答より）



太りやすさリスク

遺伝的リスク倍率：通常のXX倍
SNP ID 遺伝子名 染色体

番号
アレル あなたの

遺伝子型

その他要因によるリスク倍率：※※倍(2)

総合結果

あなたの太りやすさリスク倍率：※※倍
※太りやすさのリスクが最小である「※※※※回以下／※※※あり／※※※※時間未満／※※※分以上／遺伝的リスク※※」のケースを1.0倍としています

※本検査結果は太りやすさのリスクが無いことを保証するものではなく、1.0倍でも太りやすさのリスクは存在します

【解説】
●rs4409766は、細胞内で栄養などの成分の分解機能（リソソーム）に関係していると思
　われる分子BORCS7の遺伝子にあります。あなたの遺伝子タイプでは、太りやすさのリ
　スクが最小の遺伝子タイプの人に比べて、リスクが※※倍になると報告されています。
●rs11030100は、脳の神経細胞の増殖や、摂食衝動の調節に関係している分子BDNFの遺
　伝子にあります。あなたの遺伝子タイプでは、太りやすさのリスクが最小の遺伝子タイ
　プの人に比べて、リスクが※※倍になると報告されています。
●rs11642015は、脂肪細胞のエネルギー代謝に関係している分子FTOの遺伝子にあります
　あなたの遺伝子タイプでは、太りやすさのリスクが最小の遺伝子タイプの人に比べて、
　リスクが※※倍になると報告されています。

●朝食習慣（なし）：※※倍
●外食の頻度（週3回以上）：※※倍
●※※※※※※/日（2時間以上）：※※倍
●※※※※/週（150分以上）：※※倍

【解説】
●食べたものを体内でエネルギーに変換する効率は、いつも一律ではなく、体内時計によ
　って24時間周期で変化しています。朝食はこの体内リズムを整えるのに重要な役割をは
　たしていることから、朝食を採らないと体内時計が乱れてしまい、エネルギーをあまり
　消費しなくなってしまい、肥満のリスクが上がると考えられています。
●精製されて食物繊維の少ない※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
●身体活動が少ないと※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
　※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

リスク
倍率



太りやすさの総合解説

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、2か月にわたる緊急事態宣言の後も、多くの
方が在宅勤務や外出自粛を続けています。このような状況の中、民間企業の調査によると、
成人の4割ほどが、平均で２‐３Kg体重が増加したと答えたということをスポーツ庁が報告
しています(6)。いわゆる『コロナ太り』が確実に蔓延しているといえるでしょう。

（中略）

　意外と思われるかもしれませんが、人が成人した時の肥満度（BMI)は、遺伝的な要因で
70％程度は説明できます※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

朝食を習慣的に食べるか  　　太りやすさのリスク

食べる     ※※倍

食べない（女性）    ※※倍

食べない（男性）（★）   ※※倍

※この表での太りやすさとは腹囲（腹部肥満）で判定しています
※★：あなたのアンケート結果

　この検査で太りやすいという結果だからといって、外出自粛で体を動かさいことにより必
ず太るというわけではありません。生活習慣など環境を整えることで、体重をコントロール
することができます。
　
（中略）

　　朝食を食べる習慣による太りやすさのリスクの違い

　　外食の頻度による太りやすさのリスクの違い

　　外食の頻度／週  　　太りやすさのリスク

※回以下     ※※倍

※回以上（女性）    ※※倍

※回以上（男性）（★）   ※※倍

※この表での太りやすさとは肥満度（BMI）で判定しています
※★：あなたのアンケート結果

太りやすさのリスクコントロール方法


